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世
界
の
段
差
に
肌
を
晒
す

ー
ア
フ
リ
カ
・
マ
リ
の
旅
行
か
ら

手話

如
貝
敏
7T守

美

西
暦
二
千
年
二
月
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
南
の
マ
リ
共
和
国
を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
。
早
朝
パ
リ
か
ら
プ
リ
ュ
ッ
セ

ル
を
経
由
し
て
、
サ
ベ
ナ
航
空
機
を
使
う
の
が
お
決
ま
り
だ
。
イ
ニ
シ
ア
ル
を
頭
文
字
に
す
る
と
「
こ
ん
な
悪

い
経
験
は
二
度
と
御
免
」
と
い
う
(
政
治
的
に
正
し
く
な
い
)
陰
口
の
英
語
に
な
る
の
で
(
悪
)
名
高
い
こ
の

航
路
か
ら
も
、
旧
植
民
地
宗
主
国
の
影
響
力
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
幸
い
当
日
は
ア
ル
プ
ス
以
南
は
快
晴
に
恵

ま
れ
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
上
空
か
ら
克
明
に
観
察
で
き
た
。
か
つ
て
サ
ン
テ
H

グ
ジ
ュ
ベ
リ
ら
が
辿
っ
た

ア
フ
リ
カ
西
海
岸
の
郵
便
航
空
路
を
な
ぞ
り
、
や
が
て
大
西
洋
に
別
れ
を
告
げ
て
、
灼
熱
の
サ
ハ
ラ
を
一
気
に

南
下
す
る
。
さ
ら
に
数
時
間
を
経
過
す
る
と
、
樹
木
が
点
在
し
始
め
、
ほ
ど
な
く
広
大
な
乾
季
の
ニ
ジ
ェ
l
ル

河
流
域
が
、
眼
下
に
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
す
。
外
交
特
権
を
盾
に
、
書
類
審
査
も
や
り
過
ご
し
、
夕
刻
、
首
都
パ

マ
コ
に
入
る
。
赤
土
の
地
表
が
目
を
射
る
。
宿
舎
は
市
内
唯
一
の
十
階
建
、
友
愛
ホ
テ
ル
。
宛
て
が
わ
れ
た
室
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に
数
時
間
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す
る
と
、
樹
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在
し
始
め
、
ほ
ど
な
く
広
大
な
乾
季
の
ニ
ジ
ェ
l
ル

河
流
域
が
、
眼
下
に
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
す
。
外
交
特
権
を
盾
に
、
書
類
審
査
も
や
り
過
ご
し
、
夕
刻
、
首
都
パ

マ
コ
に
入
る
。
赤
土
の
地
表
が
目
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射
る
。
宿
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は
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唯
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が
わ
れ
た
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於
戸
\べN
い

内
か
ら
眼
下
の
.
ア
ー
ル
を
見
下
ろ
す
と
、
な
に
や
ら
見
覚
え
の
あ
る
巨
体
が
、
夕
日
の
中
で
水
泳
を
楽
し
ん
で

い
る
。
一
足
さ
き
に
エ
l

ル
・
フ
ラ
ン
ス
で
ご
到
着
の
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ

l

コ
だ
っ
た
。

背
景
か
ら
説
明
し
た
い
。
八
十
年
代
後
半
に
ボ
ロ
l
ニ
ャ
大
学
の
記
号
学
者

d
s
Z
円
けO

開
8

、
パ
リ
の
人

類
学
者
〉
E
E
Z

目
。
F
S

を
中
心
と
す
る
小
規
模
な
グ
ル
ー
プ
が
相
互
人
類
学

S
F
5
3
-
o
m
F
2
含

6
5
A
5

の
提
唱
の
も
と
、
非
西
欧
か
ら
若
手
の
研
究
者
を
招
い
た
。
こ
れ
ま
で
通
常
の
人
類
学
調
査
は
、
西
側
学
術
世

界
の
流
儀
で
そ
の
外
部
を
記
述
す
る
こ
と
を
も
っ
て
「
科
学
」
と
称
し
た
。
そ
う
し
た
伝
統
に
対
抗
し
て
、
ま

ず
非
西
欧
出
身
者
た
ち
に
、
自
分
た
ち
の
文
化
伝
統
に
そ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
-
記
述
し
て
も
ら
う
。
続
い
て
欧

米
流
と
非
欧
米
流
の
両
者
の
体
験
を
突
き
合
わ
せ
て
検
討
し
よ
う
、
と
い
う
目
論
み
だ
。
い
さ
さ
か
楽
天
的
に

も
見
え
る
が
、
一
見
単
純
な
こ
の
目
論
み
も
、
実
現
す
る
の
は
予
想
外
に
困
難
だ
っ
た
。
中
国
は
広
州
、
中
山

大
学
か
ら
招
か
れ
た
王
賓
が
逆
に
イ
タ
リ
ア
の
客
人
た
ち
を
広
州
に
招
い
た
の
は
、
よ
う
や
く
九
三
年
。
天
安

門
事
件
に
よ
っ
て
計
画
は
大
幅
に
遅
延
し
た
(
そ
の
詳
細
は
東
北
芸
術
工
科
大
学
『

A
R
S

』
三
号
参
照
)
。

そ
れ
か
ら
六
年
後
の
昨
年
、
日
文
研
で
開
催
し
た
第
十
四
回
国
際
研
究
集
会

「
文
化
の
越
境
|
|
異
文
化
理
解

の
倫
理
に
む
け
て
」
が
日
本
で
の
返
礼
。
こ
れ
に
続
き
、
今
回
よ
う
や
く
、
西
ア
フ
リ
カ
は
マ
リ
出
身
の
社
会

学
者
、
宮
o
g
g

営
者
が
、
母
国
マ
リ
で
の
研
究
集
会
実
現
に
漕
ぎ
着
け
た
。
題
し
て
「
ト
ゥ

ン
ブ
ク

ト
ゥ
の

徴
の
も
と
に
一
相
互
認
知
の
道
程
|
|
文
化
的
多
様
性
と
世
界
一
元
化
」
。

首
都
バ
マ
コ
で
の
開
会
式
で
は
、
ω
他
者
の
眼
差
し
の
記
号
学
、
ω
世
界
一
元
化

(
5
0
E
E
-
-
g
h
g

ロ
)
状

況
下
で
の
文
化
財
の
循
環
、

ω
世
界
一
元
化
の
過
去
と
現
在
一
歴
史
研
究
・
考
古
学
研
究
の
教
訓
が
、
今
回
の

会
議
の
主
題
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
。

ω
が
ウ
ン

ベ
ル
ト
の
意
向
を
反
映
し
て
い
る
な
ら
ば
、

ω
は
目
下
パ
リ
で

人
類
博
物
館
の
改
組
に
伴
い
開
館
準
備
中
の

0

フ
ラ

ン
リ

l

美
術
館
企
画
責
任
者
、
。
R
B

山
山
口
〈
円
山
門
け

σ

や
イ
ス

ラ
エ
ル
か
ら
参
加
し
た
彫
刻
・
環
境
整
術
家
、
ロ
s
-
H
p
s
g

ロ
ら
の
関
心
に
対
応
し
ω
が
地
元
バ
マ

コ
美
術
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研
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。
こ
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ま
で
通
常
の
人
類
学
調
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は
、
西
側
学
術
世

界
の
流
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で
そ
の
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を
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記
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す
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こ
と
を
も
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て
「
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」
と
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た
。
そ
う
し
た
伝
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に
対
抗
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、
ま

ず
非
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出
身
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に
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自
分
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の
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伝
統
に
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て
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と
非
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の
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の
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。
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西
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史
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今
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主
題
と
し
て
提
唱
さ
れ
た
。

ωが
ウ
ン
ベ
ル
ト
の
意
向
を
反
映
し
て
い
る
な
ら
ば
、

ωは
目
下
パ
リ
で

人
類
博
物
館
の
改
組
に
伴
い
開
館
準
備
中
の
0

フ
ラ
ン
リ
l
美
術
館
企
画
責
任
者
、
。
R
B包ロ

ヨ
巳
Z
や
イ

ス

ラ
エ
ル
か
ら
参
加
し
た
彫
刻
・
環
境
整
術
家
、
ロ
山
口
{
同
内
向
円
雪
山
口
ら
の
関
心
に
対
応
し

ωが
地
元
パ
マ
コ
美
術

23 



24 

館
の

ω
ω
5
5
-
ω
E
o
g
、
歴
史
家
の
ロ

S
E
M諸
問
0
5

広
、
ト
ク
ン
ブ
ク
ト
ク
の
文
化
財
保
護
に
関
与
し
て
い

る

ω
さ
冨

g
g
B

包

O
巳
仏
ペ
o
z
σ
σ
P
K
F
Z
E
E
ω

在
ら
の
利
害
を
代
表
す
る
。
ア
フ
リ
カ
と
欧
州
と
い
う
軸

に
対
し
て
第
三
項
か
ら
の
三
角
測
量
を
粛
す
の
が
、
異
色
の
中
国
学
者
豆
戸
口

6
3

』
己
宮
口
や

P
2
3

ω
冨
昇

g
g

の
よ
う
な
比
較
文
学
者
と
と
も
に
、
中
国
か
ら
参
加
の
司
自
問Z
E
m
g
E
mや
小
生
の
役
割
。
さ

ら
に
記
号
学
の
立
場
か
ら

E
E
S
円
切
o
E
o
c
E
、
科
学
基
礎
論
の
守
山
門
巴
8
-
g
己
、
ド
ゴ
ン
の
研
究
で
知
ら

れ
る

τ
の
写
∞
2

官
、
コ
ン
ゴ
で
の
教
鞭
体
験
か
ら
欧
州
の
価
値
観
の
押
し
付
け
に
疑
問
を
抱
い
た
宮
宮
島

O

W
E
S
旬
、
欧
州
連
合
委
員
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
僚
で
、
物
静
か
な
理
数
肌
な
が
ら
実
は
ボ
ル
へ
ス
の
甥
で

恐
る
べ
き
洞
察
力
を
-
発
揮
し
た
の
g
g
g

宮
川
三
宮
司
S
E

ら
の
学
際
的
参
加
が
あ
っ
た
。

会
議
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
発
刊
予
定
の
報
告
書
に
譲
ろ
う
。
ま
た
筆
者
は
モ
プ
テ
ィ
で
の
最
終
会
議
の

席
で
、
議
題
三
点
に
関
し
て
の
総
括
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
も
別
途
発
表
の
予
定
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ニ
ジ
エ
ー

ル
川
大
湾
曲
部
の
民
族
学
的
研
究
に
関
し
て
は
、
近
年
川
田
順
造
氏
を
代
表
と
す
る
マ
リ
と
日
本
の
共
同
研
究

が
あ
り
、
そ
の
充
実
し
た
成
果
は
日
本
語
一
巻
の
ほ
か
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
三
巻
の
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
国
際
的
共
同
事
業
は
、
現
地
の
参
加
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
川
田
氏
自
ら
も
、
欧

州
と
ア
フ
リ
カ
の
二
極
対
比
と
な
り
が
ち
な
南
北
関
係
に
、
ア
ジ
ア
と
い
う
第
三
項
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
の
必

要
を
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
主
張
は
、
近
年
『
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
』
紙
な
ど
パ
リ
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
だ
が
筆
者
に
は
、
そ
の
尻
馬
に
乗
る
に
足
る
専
門
的
知
識
な
ど
、
も
と
よ
り
備
え
が
な
い
。
現

地
は
経
済
的
に
世
界
最
貧
国
の
ひ
と
つ
と
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
「
学
術
派
遣
」
さ
れ
た
自
分
は
、
周
囲
か

ら
何
を
期
待
さ
れ
、
周
囲
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
。
そ
も
そ
も
学
術
的
研
究
と
い
う
土
俵
は
、
い
か
な

る
力
関
係
の
う
え
に
成
立
し
得
て
い
る
の
か
。
そ
の
実
体
験
に
徹
し
て
み
た
。

首
都
パ
マ
コ
で
の
会
合
に
続
い
て
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
空
路
二
時
間
ト
ヮ
ン
プ
ク
ト
ゥ
に
向
か
う
。
小
さ
な
パ
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学
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Z
E
m
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E
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。
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記
号
学
の
立
場
か
ら

E
E
S汁
回

o
E
O
E口
、
科
学
基
礎
論
の
守

R
巴
s-g品
、
ド
ゴ
ン
の
研
究
で
知
ら

れ
る

E
の
写
回
o
c
官
、
コ
ン
ゴ
で
の
教
鞭
体
験
か
ら
欧
州
の
価
値
観
の
押
し
付
け
に
疑
問
を
抱
い
た
宮
古
島
o

p
z
S
R、
欧
州
連
合
委
員
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
僚
で
、
物
静
か
な
理
数
肌
な
が
ら
実
は
ボ
ル
へ
ス
の
甥
で

恐
る
べ
き
洞
察
力
を
発
揮
し
た
の

5
z
g
呂
町
三
宮
司

E
E
ら
の
学
際
的
参
加
が
あ
っ
た
。

会
議
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
発
刊
予
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の
報
告
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譲
ろ
う
。
ま
た
筆
者
は
モ
プ
テ
ィ
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の
最
終
会
議
の

席
で
、
議
題
三
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に
関
し
て
の
総
括
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
も
別
途
発
表
の
予
定
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ニ
ジ
エ
ー

ル
川
大
湾
曲
部
の
民
族
学
的
研
究
に
関
し
て
は
、
近
年
川
田
順
造
氏
を
代
表
と
す
る
マ
リ
と
日
本
の
共
同
研
究

が
あ
り
、
そ
の
充
実
し
た
成
果
は
日
本
語
一
巻
の
ほ
か
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
も
三
巻
の
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
国
際
的
共
同
事
業
は
、
現
地
の
参
加
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
川
田
氏
自
ら
も
、
欧

州
と
ア
フ
リ
カ
の
二
極
対
比
と
な
り
が
ち
な
南
北
関
係
に
、
ア
ジ
ア
と
い
う
第
三
項
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
の
必

要
を
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
主
張
は
、
近
年
『
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
』
紙
な
ど
パ
リ
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
だ
が
筆
者
に
は
、
そ
の
尻
馬
に
乗
る
に
足
る
専
門
的
知
識
な
ど
、
も
と
よ
り
備
え
が
な
い
。
現

地
は
経
済
的
に
世
界
最
貧
困
の
ひ
と
つ
と
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
「
学
術
派
遣
」
さ
れ
た
自
分
は
、
周
囲
か

ら
何
を
期
待
さ
れ
、
周
囲
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
。
そ
も
そ
も
学
術
的
研
究
と
い
う
土
俵
は
、
い
か
な

る
力
関
係
の
う
え
に
成
立
し
得
て
い
る
の
か
。
そ
の
実
体
験
に
徹
し
て
み
た
。

首
都
パ
マ
コ
で
の
会
合
に
続
い
て
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
空
路
二
時
間
ト
ク
ン
プ
ク
ト
ク
に
向
か
う
。
小
さ
な
パ



ラ
ッ
ク
同
然
の
空
港
は
、
砂
漠
の
な
か
に
孤
立
し
て
い
る
が
、
着
便
が
あ
る
や
、
土
地
の
若
者
た
ち
が
、
お
土

産
売
り
で
押
し
か
け
る
の
は
、
首
都
パ
マ
コ
空
港
の
場
合
と
変
わ
ら
な
い
。
ジ
ー
プ
で
運
ば
れ
て
ホ
テ
ル
に
到

着
す
る
と
、
入
り
口
に
は
さ
き
ほ
ど
空
港
で
出
会
っ
た
子
供
た
ち
が
、
も
う
先
回
り
し
て
待
っ
て
い
る
。
真
っ

青
な
衣
装
に
身
を
固
め
た
ト
ゥ
ア
レ
グ
の
人
達
と
、
土
地
の
子
供
た
ち
の
あ
い
だ
に
は
利
害
の
対
立
が
あ
る
様

子
で
、
城
壁
の
よ
う
に
壁
で
囲
ま
れ
た
ホ
テ
ル
の
入
り
口
の
周
囲
で
は
、
客
獲
得
の
優
先
権
を
巡
っ
て
暴
力
沙

汰
も
頻
発
す
る
。
銀
細
工
の
装
身
具
や
煙
管
を
売
る
お
じ
さ
ん
や
、
ビ
ー
ズ
細
工
の
腕
輪
を
売
る
青
年
。
タ
バ

コ
入
れ
や
刃
物
、
ま
た
ト
ク
ン
ブ
ク
ト
ゥ
の
十
字
架
と
し
て
知
ら
れ
る
首
飾
り
、
黒
壇
の
管
、
さ
ら
に
は
サ
ン

ダ
ル
や
袋
と
い
っ
た
革
製
品

、
貝
殻
の
首
飾
り
、
さ
て
は
発
掘
品
め
か
し
て
錆
び
を
効
か
せ
た
鋳
物
の
塑
像
、

木
彫
り
の
彫
刻
ま
で
。
木
彫
り
は
ド
ゴ
ン
の
村
で
買
え
と
か
、
布
製
品
な
ら
ニ
ジ
ェ
l

ル
の
宝
石
、
ア
フ
リ
カ

の
ヴ
ェ
ニ
ス
の
異
名
を
取
る
モ
プ
テ
ィ
で
入
手
せ
よ
と
か
、
プ
ル
の
革
製
品
な
ら
穴
場
は
ウ
チ
だ
、
銀
製
品
な

ら
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
て
く
れ
、
と
観
光
客
相
手
の
商
売
熱
心
は
い
ず
こ
も
同
じ
。

お
も
し
ろ
い
の
は
、
こ
う
し
た
少
年
た
ち
の
な
か
に
、
必
ず
た
い
へ
ん
聡
明
な
子
が
交
じ
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

ど
う
せ
ホ
テ
ル
で
換
金
を
し
た
段
階
で
こ
の
客
が
い
く
ら
西
ア
フ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
(
セ

l

フ
ァ
!
と
称
す
る
)

を
持
参
し
て
い
る
か
は
、
筒
抜
け
だ
。
い
ま
さ
ら
現
地
の
観
光
公
害
を
嘆
い
て
も
し
か
た
が
な
い
。
我
々
観
光

客
が
そ
の
元
凶
な
の
だ
し
、
そ
の
観
光
客
に
立
脚
し
た
経
済
が
現
地
の
現
実
を
成
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
そ
れ

が
礼
儀
な
ら
、
午
睡
の
時
刻
に
は
砂
漠
の
片
隅
の
木
陰
で
、
涼
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
取
引
を
口
実
に
、
こ
う

し
た
商
売
人
た
ち
と
、
じ
っ
く
り
ね
ば
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
北
ア
フ
リ
カ
同
様
、
先
方
の

言
い
値
に
文
句
を
付
け
て
、
当
方
の
値
段
を
言
い
、
再
度
先
方
の
提
示
す
る
額
で
ま
と
ま
れ
ば
商
談
成
立
、
さ

も
な
く
ば
、
と
い
う
の
が
基
本
。
だ
が
、
こ
の
ル

l

ル
に
乗
っ
た
の
で
は
、
地
元
の
相
場
か
ら
す
れ
ば
法
外
な

出
資
と
な
る
。
だ
が
、
こ
の
規
則
に
乗
ら
な
い
の
な
ら
、
そ
の
理
由
を
先
方
に
き
ち
ん
と
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。
大
人
た
ち
は
自
分
た
ち
の
規
則
に
拘
泥
す
る
。
青
年
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
い
か
に
年
上
の
親
方
た

ち
に
搾
取
さ
れ
て
い
る
か
、
と
窮
状
を
訴
え
る
。
だ
が
割
こ
ん
で
く
る
少
年
た
ち
の
な
か
に
は
、
こ
ち
ら
が
条

件
を
出
す
と
柔
軟
な
対
応
を
し
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
不
自
由
な
大
人
と
の
あ
い
だ
の
通
訳
を
買
っ
て
で
て
、

あ
い
だ
を
取
り
持
つ
、
有
能
な
媒
介
役
が
必
ず
現
れ
る
。
そ
の
瞳
が
美
し
い
。

も
ち
ろ
ん
子
供
た
ち
同
土
で
も
、
通
訳
の
役
回
り
と
、
が
き
大
将
的
な
ボ
ス
と
の
役
割
分
担
は
で
き
て
い
る
。

客
の
ま
え
で
一
見
互
い
に
誇
い
を
起
こ
し
て
見
せ
て
も
、
裏
で
は
あ
ら
か
じ
め
打
ち
合
わ
せ
が
成
り
立
っ
て
い

た
り
す
る
。
そ
れ
を
見
据
え
た
う
え
で
、
わ
ざ
と
臆
さ
れ
て
み
た
り
、
一
長
の
事
情
は
お
見
通
し
、
と
見
切
っ
た

り
し
な
が
ら
、
商
売
と
は
関
係
な
い
か
れ
ら
の
日
常
の
生
活
の
様
子
を
少
し
ず
つ
聞
き
出
し
て
み
た
。
ト
ゥ
ン

ブ
ク
ト
ゥ
の
昼
下
が
り
、
ド
ゴ
ン
の
村
で
市
の
立
つ
午
後
と
と
も
に
、
一
番
時
聞
が
取
れ
た
の
は
、
お
り
か
ら

の
砂
嵐
の
た
め
に
飛
行
機
の
発
着
が
半
日
遅
れ
た
モ
プ
テ
ィ
空
港
だ
っ
た
。
子
供
た
ち
の
年
功
序
列
や
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
の
優
先
順
位
は
尊
重
し
た
う
え
で
、
別
に
購
入
す
る
意
図
も
な
い
品
物
を
ダ
シ
に
交
渉
を
装
っ
て
お
し

ゃ
べ
り
を
続
け
る
と
、
や
が
て
か
れ
ら
の
希
望
、
夢
そ
し
て
現
実
が
見
え
て
く
る
。

周
囲
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
は
、
外
国
人
用
の
お
土
産
な
ど
買
う
意
志
は
な
い
、
な
ど
と
い
か
に
も
知
識
人

ら
し
い
そ
っ
け
な
い
態
度
で
土
地
の
子
供
た
ち
と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
切
り
上
げ
る
。
そ
れ
を
は
た
目
に
し
な
が

ら
、
地
べ
た
に
座
り
込
ん
で
、
時
の
あ
か
な
い
庇
理
屈
を
握
ね
て
い
た
。
ま
わ
り
の
白
人
連
中
は
ど
う
し
て
シ

ゲ
ミ
は
ど
こ
に
い
っ
て
も
現
地
の
子
供
た
ち
に
あ
れ
ほ
ど
人
気
が
あ
る
の
だ
、
な
ど
と
訪
し
が
っ
て
い
る
。
当

方
は
た
だ
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
い
か
ら
、
商
売
と
は
無
関
係
な
質
問
ば
か
り
を
重
ね
て
い
た
の
だ
が
。
ニ
ジ
エ
ー

ル
河
の
穀
倉
地
帯
ゆ
え
、
生
活
に
必
要
な
食
料
は
、
稲
作
を
含
め
て
保
証
さ
れ
て
い
る
。
雨
季
と
乾
季
に
分
れ

る
サ
バ
ン
ナ
で
は
あ
る
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
周
辺
の
よ
う
に
飢
餓
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
土
地
で
あ
る
。

ニ
ジ
ェ
l

ル
河
で
取
れ
る
通
称
キ
ャ
ピ
テ
l

ヌ
と
い
う
自
身
の
魚
、
ト
ヮ
ン
ブ
ク
ト
ク
特
産
の
直
系
が
二

O
セ
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る
と
、
や
が
て
か
れ
ら
の
希
望
、
夢
そ
し
て
現
実
が
見
え
て
く
る
。

周
囲
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
は
、
外
国
人
用
の
お
土
産
な
ど
買
う
意
志
は
な
い
、
な
ど
と
い
か
に
も
知
識
人

ら
し
い
そ
っ
け
な
い
態
度
で
土
地
の
子
供
た
ち
と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
切
り
上
げ
る
。
そ
れ
を
は
た
目
に
し
な
が

ら
、
地
べ
た
に
座
り
込
ん
で
、
時
の
あ
か
な
い
庇
理
屈
を
提
ね
て
い
た
。
ま
わ
り
の
白
人
連
中
は
ど
う
し
て
シ

ゲ
ミ
は
ど
こ
に
い
っ
て
も
現
地
の
子
供
た
ち
に
あ
れ
ほ
ど
人
気
が
あ
る
の
だ
、
な
ど
と
訪
し
が
っ
て
い
る
。
当

方
は
た
だ
お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
い
か
ら
、
商
売
と
は
無
関
係
な
質
問
ば
か
り
を
重
ね
て
い
た
の
だ
が
。
ニ
ジ
エ
ー

ル
河
の
穀
倉
地
帯
ゆ
え
、
生
活
に
必
要
な
食
料
は
、
稲
作
を
含
め
て
保
証
さ
れ
て
い
る
。
雨
季
と
乾
季
に
分
れ

る
サ
バ
ン
ナ
で
は
あ
る
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
周
辺
の
よ
う
に
飢
餓
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
土
地
で
あ
る
。

ニ
ジ
ェ
l
ル
河
で
取
れ
る
通
称
キ
ャ
ピ
テ
l
ヌ
と
い
う
自
身
の
魚
、
ト
ヮ
ン
ブ
ク
ト
ヮ
特
産
の
直
系
が
二

O
セ



ン
チ
は
あ
り
そ
う
な
球
形
の
パ
ン
。
ド
ロ
リ
と
し
た
緑
の
野
菜
の
ソ

l

ス
を
懸
け
た
、
ハ
ク
ホ
ヱ
と
い
う
ソ
ン

ガ
イ
の
ご
飯
や
、
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
影
響
の
み
え
る
ク
ス
ク
ス
。
そ
う
し
た
ご
馳
走
に
毎
日
預
か
っ
た
の
は

無
論
客
人
の
賛
沢
だ
。
だ
が
生
活
必
需
品
を
ひ
と
つ
離
れ
る
と
、
外
貨
な
く
し
て
は
何
一
つ
購
入
で
き
な
い
。

ボ
ー
ル
ペ
ン
や
色
鉛
筆
、
サ
イ
ン
ベ
ン
や
ノ

l

ト
な
ど
の
文
房
具
は
、
土
地
の
子
供
た
ち
に
は
垂
誕
の
貴
重
品

な
の
だ
。
ま
し
て
や
、
空
港
で
の
お
土
産
売
り
の
出
稼
ぎ
に
日
々
を
費
や
す
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
飛
行
機
に

乗
っ
て
ゆ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
、
夢
の
よ
う
な
憧
れ
の
土
地
だ
ろ
う
。
ブ
リ
ュ
セ
ル
や
パ
リ
に
も
増
し
て
、
ど

こ
に
あ
る
の
か
は
想
像
も
で
き
な
い
が
、
結
構
な
数
の
観
光
客
が
や
っ
て
く
る
ト

l

キ
ョ
ー
と
い
う
名
前
も
、

彼
ら
の
夢
想
の
地
図
の
な
か
に
、
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
語
」
を
し
ゃ
べ
れ
る
ジ
ャ
ポ
ネ
な
ん
て
初
め
て
だ
、
と
い
う
評
価
を
、
あ
ち
こ
ち
で
戴

い
て
し
ま
っ
た
(
フ
ラ
ン

ス
文
化
圏
の
価
値
観
の
刷
り
込
み
だ
)
。
ニ
ホ
ン

ジ
ン
は
優
し
く
て
サ
イ
フ
の
紐
も

ゆ
る
い
け
ど
、
言
葉
が
不
自
由
な
の
で
、
話
が
通
じ
な
い
の
が
残
念
、
と
少
年
た
ち
は
不
平
を
漏
ら
す
。
自
転

車
が
欲
し
い
、
バ
イ
ク
が
欲
し
い
と
い
う
か
ら
、
な
ぜ
自
分
の
町
で
作
ら
な
い
の
、
と
問
い
返
す
。
住
所
を
教

え
て
お
い
た
ら
、
高
価
な
航
空
便
の
切
手
代
金
も
も
の
か
は
、
何
通
も
の
手
紙
、
が
、
帰
国
後
の
当
方
を
追
い
か

け
て
来
た
。
封
を
切
る
と
、
ま
だ
十
代
は
じ
め
と
い
う
の
に
、
立
派
な
フ
ラ
ン
ス
語
、
立
派
な
文
字
で
あ
る
。

正
直
い
っ
て
、
封
を
切
る
の
は
、
楽
し
み
と
い
う
よ
り
は
苦
痛
だ
っ
た
。
そ
こ
に
封
印
さ
れ
て
い
る
世
界
の
落

差
、
電
位
差
と
い
っ
た
も
の
が
、
封
を
切
っ
た
瞬
間
に
、
突
風
の
よ
う
に
吹
き
付
け
て
、
彼
ら
の
言
葉
が
こ
ち

ら
の
心
に
ぐ
さ
り
と
刺
さ
る
の
だ
か
ら
。
で
も
そ
の
風
圧
を
丁
寧
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
、
自
分
に
で
き
る
せ

め
て
も
の
義
務
で
は
な
い
の
か
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
翻
っ
て
、
な
ん
ら
目
的
音

心
も
将
来
へ
の
夢
も
な
い
ま
ま
に
小
中
高
と
進
学
し
、
親
の
言
う
ま
ま
に
大
学
を
卒
業
し
て
入
っ
た
社
会
に
、

い
わ
れ
な
き
不
充
足
感
を
抱
い
て
い
る
日
本
の
若
者
達
が
、
か
え
っ
て
不
慨
に
も
思
わ
れ
た
。
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ど
う
す
れ
ば
ア
フ
リ
カ
の
未
来
を
担
う
若
者
た
ち
に
、
そ
の
可
能
性
を
発
揮
す
る
場
を
与
え
る
手
助
け
が
で

き
る
の
か
ロ
そ
し
て
ど
う
す
れ
ば
そ
う
し
た
有
意
の
青
年
た
ち
と
日
本
の
若
者
た
ち
と
に
出
会
い
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
ん
な
思
い
そ
の
も
の
が
、
と
て
つ
も
な
い
散
慢
で
あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
の
う

え
で
、
貧
富
の
格
差
の
も
た
ら
す
不
条
理
が
、
や
る
せ
な
い
。
「
富
国
有
徳
」
へ
の
道
は
険
し
い
。
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美

「
日
本
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は
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